
京都再エネコンシェルジュが活躍するための基盤の整備 

1 

府の目標達成のためには、例えば家庭用太陽光発電は新たに毎年１万件以上
のペース（※ここ数年のペースの2.5倍）での設置が必要。 

主に個人住宅を対象とする支援制度の拡充が不可欠。 

「京都再エネコンシェルジュ」の研
修・認定制度の運用。 

京都再エネコンシェルジュが活躍
するための基盤の整備。及び、
土壌となる府民の意識醸成。 
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ポータルサイト 
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ポータルサイト 
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■「設置者の声」コーナー ■「Q&A」コーナー 

■公開日：       ■閲覧者数：       ■備考： 
 12月９日         4,435人（~3/24）    フェイスブックページも作成し連動 



ポータルサイト 
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専門家へ繋ぎ共有する支援体制 

再エネコンシェルジュからの質問
を、太陽光発電、太陽熱温水器、
木質バイオマスの専門家へと繋げ
ます。さらにそれをQ＆Aにて共有。 

専用の啓発資材の入手 

名刺などに使用できる京都再エネコ
ンシェルジュ専用まゆまろのダウン
ロードや、チラシやポスターのダウ
ンロード、楯やのぼりなどの申し込
みに対応。 

コンシェルジュ専用ページ 



ポータルサイト 
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サイトマップ 



実態調査 
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公共施設の生データ調査 

京都府と連携し、市町村が所
有する施設の太陽光発電の実
発電量データを収集。 

        ↓ 

ポータルサイトに掲載して発信。 

個人住宅の生データ調査 

京都府地球温暖化防止活動推進員
などを対象に、自宅の太陽光発電の
実発電量データに関するアンケート
調査を実施。（結果取りまとめ中） 

バイオマス燃料購入場所調査 

松田直子委員の協力で燃料購入可能
場所を調査しポータルサイトで発信。 



親子向け啓発活動・一般向け啓発活動 

親子再エネ教室の実施 

・４箇所（向日市、城陽市、舞鶴市、精華町）で計11回の再エネ工作教室を
実施（計166名）。 

商業施設等での一般向け啓発活動の実施 

４箇所で計５回の一般向け啓発活動実施（説明会、市町村・国イベント出展）。 
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認証制度の周知資材の作成 
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チラシ 

A4サイズ３０,０００枚を印刷 

京都再エネコンシェルジュ、京都府地球
温暖化防止活動推進員等に配布 

ポスター 

表 裏 

A2サイズ８００枚を印刷 

京都再エネコンシェルジュ、京都府地球
温暖化防止活動推進員等に配布 



認証制度の周知資材の作成 
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楯 

京都再エネコンシェル
ジュ認証者に実費提供 

のぼり 展示パネル 

再エネについて伝える
パネルを作成して啓発
活動で活用 

京都再エネコンシェル
ジュ認証者に実費提供 


